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日
本
か
ら
遠
く

離
れ
た
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
で
起
き
た
テ

ロ
事
件
が
、
日
本

国
中
の
、
い
や
世

界
中
の
耳
目
を
独
占
し
た
１
週

間
だ
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政

府
の
威
信
を
か
け
た
掃
討
作
戦

に
対
し
て
は
、
各
人
各
様
の
思

い
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
正
解

な
ど
誰
に
も
出
せ
な
い
。
犠
牲

に
な
っ
た
方
々
へ
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
し
、
頭
を
垂
れ
た

い
。
人
間
の
命
の
重
さ
と
は
か

な
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
う
▼
テ

レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
サ
ハ
ラ

砂
漠
の
乾
い
た
風
景
を
見
て
い

る
と
、
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ（
既
視

感
）。
昔
、
若
い
こ
ろ
観
た
映

画
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
や
「
外

人
部
隊
」
の
シ
ー
ン
と
重
な
っ

て
く
る
。
ハ
ン
フ
リ
ー
・
ボ
ガ

ー
ト
や
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー

グ
マ
ン
が
表
現
し
た
、
切
な
い

哀
愁
の
粋
な
表
現
と
は
か
な
り

距
離
の
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
植

民
地
統
治
の
問
題
点
が
今
も
尾

を
引
い
て
い
る
よ
う
だ
▼
事
件

の
背
景
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
貧
困
問
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
資
源
の

開
発
が
、
そ
の
国
の
国
民
生
活

を
豊
か
に
し
、
貧
困
の
改
善
に

寄
与
で
き
る
も
の
に
な
る
よ
う

に
、
開
発
に
従
事
す
る
先
進
国

側
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
▼
他

国
の
天
然
資
源
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
い
わ
が
国
。
今
後
、
海
外

で
働
く
日
本
人
の
安
全
を
い
か

に
守
る
か
、
国
も
企
業
も
対
策

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
に
は
専
門
家
に
よ
る
キ
メ

の
細
か
い
情
報
収
集
の
組
織
が

必
要
に
な
る
。
情
報
活
動
は
、

諜
報
活
動
と
は
異
な
る
。
危
険

な
組
織
に
し
な
い
、
周
到
な
準

備
を
お
願
い
し
た
い
。
一
歩
国

外
に
出
る
と
、
異
文
化
の
衝

突
、
特
に
宗
教
の
問
題
は
根
深

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
実
感
す

る
。
紛
争
に
し
な
い
良
い
知
恵

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
（
硝
子
）

今 　 号　の　記　事今 　号　の　記　事

２面

２面

４面診内研より
意外に教わらない風邪の診かた

研
面
究

衆院選後初の国会要請を実施

各地で審査・指導学習会

状
を
受
け
取
っ
た
。

　

団
体
表
彰
は
、
２
０
１
２
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
末
ま
で
の

全
国
各
協
会
の
医
科
・
歯
科
会

員
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
数
と
上
昇

率
を
集
計
。
上
位
３
団
体
を
表

彰
の
対
象
と
し
、
保
団
連
全
体

の
組
織
強
化
の
一
助
と
し
て
い

る
も
の
。
協
会
歯
科
部
会
は
年

間
で
36
人
の
実

増
、
上
昇
率
１

・
３
％
で
２
年

ぶ
り
の
表
彰
と

な
っ
た
。

　

兵
庫
協
会

は
、
医
療
を
守

る
協
会
の
役
割

を
打
ち
出
し
、

新
規
個
別
指
導

・
保
険
請
求
・

研
究
会
・
共
済

制
度
・
税
務
経

営
な
ど
身
近
に

役
立
つ
協
会
の

日
常
活
動
を
強

く
宣
伝
し
、
役

員
を
先
頭
に
医

科
、
歯
科
と
も

に
会
員
拡
大
に

給
に
な
っ
た
ら
お
ち
お
ち
医
者

に
も
か
か
れ
ま
せ
ん
。

 

（
加
古
川
市
・
51
歳
）

•
日
本
の
制
度
は
お
か
し
い
と

思
う
。 

（
須
磨
区
・
33
歳
）

•
窓
口
負
担
の
無
料
情
報
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
国

民
に
身
近
な
情
報
を
ど
ん
ど
ん

発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
西
区
・
68
歳
）

•
日
本
の
医
療
費
負
担
が
安
い

の
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
。
シ
ョ

ッ
ク
と
と
も
に
腹
が
立
ち
ま
し

た
。
日
本
の
バ
カ
な
政
治
家
で

は
こ
の
先
も
期
待
で
き
ま
せ

ん
。 

（
中
央
区
・
36
歳
）

　

安
倍
自
公
政
権

は
、
参
院
選
ま
で

は
「
慎
重
運
転
」

と
し
な
が
ら
も
す

で
に
、
70
〜
74
歳

の
窓
口
負
担
を
２

０
１
４
年
度
に
１

割
か
ら
２
割
に
倍

増
、
生
活
保
護
で

は
13
年
度
か
ら
薬

剤
処
方
を
原
則
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
す

クイズで考える日本の医療 第１シーズン

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
景
品

付
き
ク
イ
ズ
は
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
方
な
ど
に
ク
イ
ズ
の

回
答
を
記
入
し
て
、
応
募
箱
に

入
れ
て
い
た
だ
く
も
の
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
患
者

負
担
を
無
料
に
で
き
る
っ
て
本

当
?!
」
と
し
て
、
題
材
に
は
患

者
負
担
が
原
則
無
料
の
国
、
費

用
、
財
源
、
社
会
保
険
料
率
な

ど
を
取
り
上
げ
た
。
普
通
な
ら

難
し
い
内
容
だ
が
、
ヒ
ン
ト
を

読
め
ば
回
答
が
わ
か
る
仕
組
み

に
し
て
お
り
、「
初
め
て
知
っ

た
」「
わ
か
り
や
す
い
ク
イ

ズ
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
が
記

入
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
面
で
も

順
次
紹
介
し
て
い
く
（
左

記
）。

　

取
り
組
み
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
会
員
の
う
ち
、
応
募
総

る
、
な
ど
の
患
者
負
担
増
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
高
額
療
養

費
制
度
の
拡
充
を
掲
げ
な
が

ら
財
源
は
示
し
て
お
ら
ず
、

民
主
党
政
権
時
に
厚
労
省
が

持
ち
出
し
た
「
受
診
時
定
額

負
担
」
の
導
入
が
再
び
狙
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
、
小
泉
構
造

改
革
を
牽
引
し
た
「
経
済
財

政
諮
問
会
議
」
を
復
活
さ

せ
、「
骨
太
方
針
」
も
６
月

に
は
策
定
予
定
な
ど
、
新
自

由
主
義
政
策
を
復
古
さ
せ
る

姿
勢
。

　

経
済
政
策
で
は
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
と
し
て
、
２
％
成

長
を
目
標
に
金
融
緩
和
を
一

層
推
し
進
め
る
と
し
、
財
界

の
期
待
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ

が
、
一
方
で
財
界
は
今
次
春

闘
で
の
賃
金
抑
制
を
厳
し
く

し
て
お
り
、
勤
労
者
所
得
は

逆
に
縮
小
す
る
方
向
。
仮
に

経
済
成
長
が
実
現
し
て
も
、

消
費
力
が
落
ち
て
い
る
中
で

消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
、

国
民
の
生
活
苦
は
い
っ
そ
う

激
し
く
な
る
。

　

協
会
・
保
団
連
の
署
名

は
、
参
院
選
を
前
に
国
民
世

論
と
し
て
、
患
者
負
担
軽
減

と
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
の

声
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
。
署
名

用
紙
の
追
加
申
込
は
、
☎
078

―

393―

１
８
０
７
ま
で
。

窓
口
負
担
無
料
の
国

 

「
初
め
て
知
っ
た
」

　

ク
イ
ズ
で
日
本
の
医
療
制
度
を
考
え
る
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
の
第
１
シ
ー
ズ
ン
（
10
月
〜
12
月
）
が
終
了
し
、
１
月
23

日
、
景
品
の
抽
選
を
行
っ
た
。
応
募
総
数
は
４
９
５
０
件
で
、

１
等
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
計
１
０
０
本
の
当
選
者
が
確
定
し
た
。

「
患
者
負
担
無
料
の
国
が
あ
る
と
初
め
て
知
っ
た
」
な
ど
、
応

募
者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

数
ト
ッ
プ
５
の
医
療
機
関
に

は
、
ト
ッ
プ
賞
と
し
て
２
万
円

の
旅
行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
応
募
数
の
最
多
は
２
０
４

件
。
第
５
位
は
98
件
で
、
６
位

97
件
と
は
１
件
差
だ
っ
た
（
左

表
）。

　

景
品
の
抽
選
は
１
月
23
日
、

担
当
部
の
政
策
宣
伝
実
行
委
員

会
で
行
わ
れ
、
池
内
春
樹
理
事

長
を
は
じ
め
、
出
席
の
担
当
役

員
が
厳
正
な
抽
選
を
行
っ
た
。

　

第
２
シ
ー
ズ
ン
（
１
月
〜
３

月
）
は
景
品
を
グ
ル
メ
商
品
に

替
え
、
ク
イ
ズ
内
容
も
新
た
に

し
て
す
で
に
開
始
し
て
い
る
。

楽
し
み
な
が
ら
医
療
問
題
を
考

え
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
に
、

ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

＊
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
グ
ッ
ズ
は
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
会
員

に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
協
会
事
務
局
☎
078―

393―

１
８
０
７
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ク
イ
ズ
応
募
用
紙
「
ご
意

見
」
欄
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

•
老
人
の
窓
口
負
担
が
１
割
か

ら
２
割
に
と
い
う
話
が
出
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
倍
に
な
る
と

困
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
増

え
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
尼
崎
市
・
52
歳
）

•
毎
月
高
い
保
険
料
を
払
っ

て
、
診
療
時
に
ま
た
負
担
。
今

で
も
大
変
な
の
に
、
退
職
後
無

応
募
者
の

応
募
者
の声声

　

協
会
・
保
団
連
は
、
昨
年

の
原
発
ゼ
ロ
署
名
に
つ
づ

き
、「
患
者
窓
口
負
担
の
大

幅
軽
減
を
求
め
る
請
願
」

（
図
）
と
、「
消
費
税
増
税

の
中
止
を
求
め
る
請
願
」
に

取
り
組
む
。
す
で
に
お
届
け

し
た
署
名
用
紙
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

兵
庫
協
会
が
歯
科
会
員
の
年

間
実
増
数
で
全
国
３
位
、
同
上

昇
率
で
同
じ
く
３
位
と
な
り
、

１
月
27
日
に
東
京
・
麹
町
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
保
団
連
第
２
回
代
議
員
会

で
表
彰
さ
れ
た
。
池
内
春
樹
理

事
長
と
川
村
雅
之
理
事
が
、
住

江
憲
勇
保
団
連
会
長
か
ら
表
彰

努
め
て
き
た
。

　

兵
庫
協
会
の
会
員
数
は
、
２

月
１
日
現
在
で
医
科
正
会
員

（
開
業
医
）
３
８
５
７
人
、
同

準
会
員
（
勤
務
医
）
１
３
１
５

人
、
歯
科
正
会
員
１
７
１
５

人
、
同
準
会
員
１
６
６
人
で
、

計
７
０
５
３
人
。
昨
年
の
同
時

期
よ
り
67
人
増
と
な
っ
た
。

固い握手を交わす（左から）川村理事、宇佐美宏保団連歯科代表、
住江憲勇保団連会長、池内理事長 　　　　　　　　　　　　　

協会役員らが景品100本の抽選を行った

第２シーズン（１月～３月）応募受付中!!

歯科会員増加数・上昇率歯科会員増加数・上昇率

全国３位入賞全国３位入賞

患
者
負
担
軽
減
・
消
費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
署
名
に
ご
協
力
を

参
院
選
前
に
世
論
広
げ
よ
う

お
届
け
し
て
い
る
署
名
用
紙

医院名 応募数

Ｎ医院 204

Ｋ歯科 182

Ｉ診療所 139

Ｏ内科循環器科クリニック 101

Ｔ外科医院 98

応募数トップ５
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指導対策を解説した姫路会場には60人が参加

　

協
会
は
１
月
24
日
、
保
団
連

の
中
央
要
請
行
動
に
参
加
し
、

兵
庫
選
出
の
国
会
議
員
へ
患
者

負
担
軽
減
や
消
費
税
増
税
中
止

を
要
請
し
た
。
川
西
敏
雄
副
理

事
長
、
加
藤
隆
久
理
事
ら
６
人

が
参
加
し
た
。

　

総
選
挙
後
の
議
員
要
請
は
初

め
て
で
、
新
議
員
３
氏
（
盛
山

正
仁
・
新
原
秀
人
・
杉
田
水
脈

各
衆
院
議
員
）
と
石
井
一
参
議

院
議
員
と
面
談
し
た
。
被
災
地

へ
の
医
療
費
免
除
措
置
に
つ
い

て
の
厚
生
労
働
省
交
渉
に
も
参

加
し
、
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る

免
除
措
置
復
活
を
求
め
た
。

　

歯
科
医
師
で
も
あ
る
新
原
議

員
（
日
本
維
新
の
会
）
は
、

「
医
療
費
を
増
や
す
こ
と
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
、
が
持
論
。
混
合
診
療
に
も

反
対
だ
」
と
診
療
報
酬
引
き
上

げ
に
賛
意
を
表
明
。
窓
口
負
担

を
引
き
上
げ
て
も
医
療
費
の
抑

制
は
一
時
的
で
、
結
局
患
者
負

担
が
上
が
る
だ
け
と
し
た
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
「
維
新
の
会
と

し
て
は
交
渉
参
加
と
い
う
立
場

だ
が
、
医
療
が
対
象
に
な
れ

ば
、
私
は
反
対
す
る
。
署
名
の

紹
介
議
員
に
つ
い
て
は
党
と
相

談
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い

が
、
私
は
医
療
分
野
で
は
（
党

内
で
）
抵
抗
勢
力
に
な
る
つ
も

り
だ
」
と
し
た
。

　

盛
山
議
員
（
自
民
党
）
は
、

「
田
村
厚
労
相
と
も
話
し
た

が
、
日
本
の
生
活
保
護
は
と
て

も
遅
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。
し

か
し
「
ど
う
し
て
も
財
源
の
問

題
は
あ
る
。
建
設
国
債
を
今
年

発
行
す
る
の
と
、
毎
年
出
費
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
福
祉
と
は

別
の
話
だ
」
と
述
べ
た
。

　

杉
田
議
員
（
日
本
維
新
の

会
）
は
、
福
祉
政
策
に
つ
い
て

「
私
は
子
ど
も
の
福
祉
の
貧
困

を
ず
っ
と
専
門
に
し
て
き
た
。

高
齢
者
ば
か
り
に
重
き
を
置
く

日
本
の
福
祉
政
策
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
は
問
題
だ
」
と
述
べ
た
。

　

石
井
議
員
（
民
主
党
）
は
、

「
毎
年
医
療
費
が
増
え
て
い
る

の
は
事
実
。
そ
の
中
で
財
源
を

ど
う
す
る
の
か
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
財
源
問
題
も
含
め
協
会

と
懇
談
し
た
い
」
と
し
、
参
院

選
に
つ
い
て
「
自
民
党
が
勝
て

ば
、
徴
兵
制
ま
で
持
ち
出
す
こ

と
も
あ
り
う
る
。
非
常
に
危
険

だ
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

被
災
地
の
窓
口
負
担

免
除
継
続
を
訴
え

　

厚
労
省
交
渉
で
は
、
東
日
本

大
震
災
被
災
地
の
医
療
・
介
護

の
保
険
料
と
窓
口
負
担
の
免
除

を
国
の
責
任
で
継
続
す
る
よ
う

要
請
。

　

厚
労
省
側
は
、
福
島
県
の
原

発
避
難
地
域
に
つ
い
て
は
「
調

整
中
」
と
し
て
、
免
除
措
置
を

継
続
す
る
方
向
を
示
し
た
が
、

宮
城
県
・
岩
手
県
な
ど
の
被
災

者
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
判
断

に
よ
る
と
し
、
ま
た
、
国
庫
負

担
を
支
援
費
の
10
分
の
８
に
削

減
し
て
い
る
こ
と
は
、
根
拠
も

な
く
総
括
も
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
、
被
災
地

訪
問
の
経
験
か
ら
被
災
者
の
生

活
の
過
酷
さ
を
紹
介
し
、
改
善

を
訴
え
た
。

　

協
会
で
は
、
今
後
も
新
人
議

員
を
中
心
に
、
地
元
で
も
懇
談

を
続
け
て
い
く
。

　

支
払
基
金
の
立
場
か
ら
見
た

保
険
請
求
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
な
っ
て

か
ら
の
審
査
方
法
、
縦
覧
審

査
、
突
合
審
査
に
つ
い
て
の
実

際
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

・
審
査
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画

面
を
見
な
が
ら
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

・
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
画
面
上
で

色
が
変
わ
っ
て
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。

・
引
っ
か
か
っ
た
項
目
が
査
定

対
象
に
な
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
れ
ば
い
い
よ
う
に
な
っ
た
。

　

縦
覧
点
検
は
２
０
１
２
年
の

９
月
か
ら
過
去
６
カ
月
分
の
レ

セ
プ
ト
を
み
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
、
そ
の
際
過
去
デ
ー

タ
に
誤
り
を
見
つ
け
て
も
減
点

話
で
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
か

え
っ
て
に
ら
ま
れ
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い
。

・
過
剰
と
思
わ
れ
る
場
合
は
症

状
詳
記
を
必
ず
す
る
こ
と
。

・
基
本
は
病
名
漏
れ
に
注
意
す

る
こ
と
。

し
な
い
そ
う
で
す
。

・
各
点
数
の
算
定
日
が
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、
２
０

１
２
年
11
月
分
か
ら
過
去

分
の
算
定
日
も
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。

・
調
剤
内
容
の
患
者
さ
ん

ご
と
の
集
計
は
す
で
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
医
療
機
関
ご
と
の
集

計
も
２
０
１
２
年
の
12
月

か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
の
こ
と
。

・
減
点
に
疑
問
が
あ
る
場

合
は
再
審
査
を
遠
慮
な
く

す
る
こ
と
。

・
疑
問
の
あ
る
と
き
は
電

　

講
演
の
あ
と
は
活
発
な
質
疑

に
も
お
答
え
い
た
だ
き
、
大
変

役
に
立
ち
ま
し
た
。

 

【
洲
本
市　

三
木　

隆
彦
】

「
突
合
・
縦
覧
点
検
」

　

医
科
レ
セ
プ
ト
と
調
剤
レ
セ

プ
ト
と
の
突
合
点
検
画
面
イ
メ

ー
ジ
・
医
科
縦
覧
点
検
画
面
イ

メ
ー
ジ
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

詳
し
く
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

画
面
で
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
と

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
が

色
で
表
示
さ
れ
、
そ
れ
を
全
部

処
理
（
通
す
の
か
、
事
務
段
階

で
査
定
す
る
の
か
、
審
査
委
員

に
審
査
を
諮
る
の
か
）
し
な
い

と
そ
の
月
の
事
務
職
員
の
仕
事

が
終
わ
ら
な
い
。
基
金
は
２
０

１
５
年
度
ま
で
に
突
合
審
査
に

よ
る
査
定
を
３
倍
に
、
縦
覧
点

検
に
よ
る
査
定
を
２
倍
に
増
や

す
目
標
を
立
て
て
い
る
。
ま
た

基
金
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
フ
ト
で
は

薬
剤
の
投
与
日
数
や
一
日
の
投

与
量
に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
が

可
能
と
な
っ
た
。

「
審
査
の
現
状
と
問
題
点
」

　

現
在
Ｐ
Ｃ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る

査
定
点
数
が
56
・
５
％
で
あ

る
。
査
定
を
受
け
た
の
に
再
審

査
請
求
も
な
く
毎
月
同
じ
請
求

を
す
る
医
療
機
関
は
、
要
注
意

医
療
機
関
と
し
て
重
点
審
査
の

対
象
と
な
る
の
で
可
及
的
再
審

査
請
求
を
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
基
金
本
部
に

対
し
て
、
レ
セ
プ
ト
審
査
の

（
厳
し
い
レ
ベ
ル
で
の
）
平
準

化
を
要
求
し
て
い
る
。
過
去
、

各
県
基
金
の
審
査
に
お
い
て
ロ

ー
カ
ル
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て

き
た
。
各
県
医
師
会
の
考
え
方

や
審
査
す
る
医
師
の
討
議
の
過

程
で
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
が
設
定

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、

保
険
者
は
全
国
統
一
の
厳
し
い

ル
ー
ル
設
定
を
求
め
て
き
て
い

る
。
こ
の
た
め
近
畿
で
も
基
金

各
県
支
部
間
で
レ
セ
プ
ト
を
交

換
し
あ
い
、
査
定
状
況
を
厳
し

い
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
い
く
動

き
が
あ
る
。

　

ま
た
本
年
７
月
か
ら
基
金
の

全
職
員
を
対
象
に
、
定
期
的
な

点
数
表
・
診
療
行
為
・
薬
剤
に

関
す
る
講
義
と
テ
ス
ト
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。
民
主
党
政
権

下
で
連
合
会
・
基
金
の
レ
セ
プ

ト
審
査
に
つ
い
て
厳
し
い
仕
分

け
が
あ
り
、
基
金
を
連
合
会
に

吸
収
さ
せ
る
動
き
も
あ
っ
た
。

そ
う
な
っ
た
暁
に
は
リ
ス
ト
ラ

さ
れ
る
基
金
職
員
も
多
く
あ
り

え
る
わ
け
で
あ
る
。
リ
ス
ト
ラ

さ
れ
な
い
た
め
に
、
必
死
で
査

定
効
率
を
上
げ
る
努
力
を
す
る

職
員
が
多
く
な
る
の
は
や
む
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

支
部
で
は
、
昨
年
に
続
き
本

年
も
ご
無
理
を
申
し
上
げ
、
南

鉄
雄
氏
に
お
願
い
し
、
話
題
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
南
氏

の
口
調
は
最
初
や
や
大
人
し

く
、
お
疲
れ
か
と
思
い
な
が
ら

聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
段
々
と
調
子
が
上
が
り
、

後
半
は
さ
す
が
の
ど
迫
力
で
皆

お
話
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

但
馬
支
部
で
は
、
早
く
か
ら

審
査
保
険
者
側
の
査
定
強
化
に

危
機
感
を
持
ち
、
レ
セ
プ
ト
チ

ェ
ッ
ク
研
究
会
や
レ
セ
電
研
究

会
、
南
氏
の
講
演
会
を
早
く
か

ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
過

去
出
席
す
る
会
員
は
少
数
で
し

た
。
今
回
の
講
演
会
の
出
席
会

員
は
25
人
と
比
較
的
多
数
で
し

た
が
、
実
際
に
痛
い
目
に
会
わ

な
い
と
こ
の
よ
う
な
研
究
会
に

積
極
的
に
出
席
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
か
と
、
少
々
暗
い
思
い

を
持
つ
年
の
暮
れ
で
す
。

 

【
美
方
郡　

下
山　

均
】

◇
出
席　

39
人

◇
情
勢　

①
田
村
厚
生
労
働
大

臣
は
来
年
度
予
算
編
成
で
生
活

保
護
基
準
に
つ
い
て
引
き
下
げ

を
明
言
。
②
自
公
両
党
は
70
〜

74
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
２

０
１
４
年
１
月
か
ら
段
階
的
に

２
割
に
引
き
上
げ
る
検
討
に
入

っ
て
い
た
が
、
参
院
選
後
ま
で

先
送
り
す
る
。
選
挙
結
果
に
患

者
負
担
が
左
右
さ
れ
る
状
況

で
、
患
者
負
担
増
反
対
の
運
動

が
重
要
に
な
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

消
費
税
増

税
反
対
署
名
と
患
者
負
担
軽
減

署
名
に
今
月
か
ら
取
り
組
む
こ

と
、
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し

反
対
と
医
業
税
制
の
存
続
・
改

善
を
求
め
る
団
体
署
名
を
新
内

閣
宛
に
送
信
す
る
こ
と
、
が
提

案
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

◇
阪
神
・
淡
路
大
震
災
対
策　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
18
年
メ
モ

リ
ア
ル
企
画
の
内
容
や
、
住
民

運
動
の
成
果
と
し
て
借
上
公
営

住
宅
入
居
期
限
の
一
部
延
長
を

県
知
事
と
神
戸
市
長
が
示
唆
し

て
い
る
状
況
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
研
究
部　

①
第
28
回
保
団
連

医
療
研
究
集
会
「
共
同
研
究
」

へ
の
協
力
を
全
理
事
者
に
呼
び

か
け
る
こ
と
、
②
医
師
法
21
条

を
め
ぐ
っ
て
「
診
療
関
連
死
を

届
け
る
べ
き
と
は
言
っ
て
い
な

い
」
と
す
る
厚
労
省
見
解
が
紹

介
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

①
グ
ル
ー
プ
保
険

の
12
年
度
決
算
配
当
金
（
配
当

率
37
％
）
を
３
月
25
日
に
送
金

す
る
、
②
保
団
連
の
森
明
彦
共

済
部
長
を
講
師
に
、
休
業
保
障

制
度
説
明
会
を
開
催
す
る
（
２

月
２
日
）。

◇
組
織
部　

歯
科
組
織
上
昇
率

と
会
員
実
増
が
と
も
に
全
国
３

位
と
な
り
、
保
団
連
表
彰
さ
れ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
１
月
12
日
理
事
会
よ
り
）

医
院
譲
渡

医
院
譲
渡

◇
物
件　

鉄
筋
２
階
建
、

診
療
所
兼
住
居

◇
建
物　

３
２
６
㎡
、
土

地
４
１
６
㎡

◇
標
榜
科
目　

内
科
、
小

児
科
他

◇
所
在
地　

阪
急
中
山
駅

よ
り
バ
ス
で
約
12
分
、
バ

ス
停
斜
め
向
か
い

◇
周
辺　

高
層
お
よ
び
中

層
マ
ン
シ
ョ
ン
林
立
（
30

棟
以
上
）。
区
域
内
、
当

院
の
他
医
院
な
し

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎

０
７
９
７―

89―

４
６
４

９月
水
金
土　

午
前
９
時
〜

午
後
１
時

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

大
塚　

敏
郎
先
生

姫
路
市　

歯
科

１
月
19
日　

享
年
63
歳

御
幡　

益
司
先
生

西
宮
市　

内
・
小
児
科

１
月
19
日　

享
年
91
歳

朝
井　
　

榮
先
生

兵
庫
区　

神
・
精
・
内
科

１
月
20
日　

享
年
76
歳

盛山正仁（①左）、新原秀人（②
右２人目）、杉田水脈各衆議院議
員（③右）、石井一参議院議員
（④左）に川西副理事長（①右
端）、加藤理事（①右２人目）、
宇佐見宏保団連歯科代表（②右
端）が要請

　

審
査
・
指
導
問
題
に
関
す
る
企
画
が
、
昨
年
11
月
か
ら
12
月

に
県
下
５
支
部
６
会
場
で
行
わ
れ
、
の
べ
２
８
８
人
が
参
加
し

好
評
を
得
た
。
神
戸
、
姫
路
・
西
播
両
支
部
で
は
、
協
会
審
査

対
策
部
の
西
山
裕
康
部
長
、
八
木
秀
満
副
部
長
が
「
指
導
・
監

査
の
現
状
と
対
策
」
を
解
説
。
但
馬
・
淡
路
・
神
戸
・
尼
崎
各

支
部
で
は
、
全
基
労
元
中
央
執
行
委
員
長
の
南
鉄
雄
氏
が
「
支

払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
現
状
と
問
題
点
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

淡
路
支
部　

審
査
対
策
研
究
会

淡
路
支
部　

審
査
対
策
研
究
会

支
払
基
金
で
の
審
査
の

実
態
よ
く
わ
か
っ
た

感 想 文

但
馬
支
部　

医
院
運
営
な
ん
で
も
懇
談
会

但
馬
支
部　

医
院
運
営
な
ん
で
も
懇
談
会

基
金
職
員
に
よ
る

査
定
が
厳
し
く

感 想 文

各
地
で
審
査
・
指
導
学
習
会

各
地
で
審
査
・
指
導
学
習
会

混
合
診
療
反
対
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２０１３年(平成２５年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７０９号（３）

〈患者〉国保・女性、65歳
〈診療年月〉2011年11月
〈傷病名並びに診療開始月〉
　多発性十二指腸潰瘍・ヘリコバクター
ピロリ菌感染症の疑い　11年11月
〈実日数〉１日
〈請求内容〉

（12）初診料 270
（13）診療情報提供料（Ⅰ）（７日）
 250×１
（60）迅速ウレアーゼ試験 60×１
　　　胃・十二指腸ファイバースコピー
　　　（薬剤料・フィルム料含む）
 1276×１
　　　内視鏡下生検法 310×１
　　　免疫学的検査判断料 144×１

〈減点内容〉
　保険者からの「『内視鏡下生検法』の
適応外」との再審査申出によって査定。
 310×１→０
〈主治医コメント〉
　ウレアーゼ試験を実施した場合は、組
織検査をしていなくても生検法の算定が
できると聞いているが。
〈協会コメント〉
　内視鏡下生検材料による迅速ウレアー
ゼ試験施行時の内視鏡下生検法の算定に
ついては、国保連合会では「個々の症例

秘伝！診療に生かす
ホルター心電図

日　時　２月23日（土）17時～19時　　会　場　協会会議室

講　師　東京大学大学院医学系研究科（循環器内科）杉山裕章先生

共　催　フクダ電子兵庫販売株式会社

第482回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

　日本循環器学会によれば、国内主
要施設だけでも年間80万件以上のホ
ルター心電図検査が施行されてい
る。近年では機器の小型化や耐水化
でより身近となり、循環器領域プラ
イマリケアでは欠かせない検査の一
つとなっている。
　一部の例外を除き、ホルター心電
図データを発注医師が自身で解析・
判読するケースは少なく、循環器医
により作成されたレポートをもとに
診断や方針決定を行うスタイルが多
い。つまり、１日10万拍に及ぶ心電
図情報を“どう解析するか”より

も、返却されてきた判読レポートを
“どう生かすか”という能力が多く
の医師に問われている。
　当日は基本事項のおさらいをしな
がら、検査依頼時の注意点や一過性
にしか生じない不整脈・心筋虚血イ
ベントを対象とする場合の結果解釈
の仕方、患者の自覚症状を聞き出す
問診や運動負荷心電図などとの“す
み分け”などの話題も交えて、日常
の診療ツールとしてホルター心電図
を生かすための“使える”知識につ
き解説したい。
 【杉山　記】

により判断するので、再審査請求してい
ただきたい」としています。しかし、
「ヘリコバクタ－・ピロリ感染の診断及
び治療に関する取扱いについて（2000年
10月31日保医発180）」では、除菌前感染
診断として、内視鏡下生検材料による迅
速ウレアーゼ試験は認めており、また、
兵庫県医師会「保険ニュース」（2010年
12月号）の診療報酬Ｑ＆Ａでも下記の通
り解釈が示されています。
　ただし、病理組織検査を伴わない内視
鏡下生検の手技料については保険診療上
必要性が低いとして査定されたとも考え
られます。ぜひ再審査請求してくださ
い。

（兵庫県医師会「保険ニュ ース」
（2010年12月号）の診療報酬Ｑ＆Ａよ
り）
Ｑ：迅速ウレアーゼ試験算定時の内視
鏡下生検法の算定は？
Ａ：迅速ウレアーゼ試験を行う検体を
胃・十二指腸内視鏡検査に伴う内視鏡
下生検法で採取した場合、内視鏡下生
検法が算定できます。また上記につい
ては、病理組織標本作製（Ｔ－Ｍ）が
なくても、内視鏡下生検法が算定でき
ます。

〈再審査請求中〉

内視鏡下生検法の減点事例

　21日に開催された社会保障制度改革国民会議で、麻生太郎副総理兼財務相は終
末期の高額医療費に関連し、「死にたいと思っても生きられる。政府の金で（高
額医療を）やっていると思うと寝覚めが悪い。さっさと死ねるようにしてもらう
など、いろいろと考えないと解決しない」「月に一千数百万円かかるという現実
を厚生労働省は一番よく知っている」などと述べた。
　終末期医療のあり方に関して「いかに尊厳のある死を迎えられるようにする
か」という問題は現在の医療における重要な論点であり、医師や学者など専門家
はもちろん、多くの国民を巻き込んだ議論が待たれている。ただ、その個人が望
む終末期医療のあり方は、その個人の価値観に基づいた自己決定が尊重されるべ
きことは議論の前提として疑いがない。
　しかし、社会保障国民会議は社会保障制度改革推進法を根拠としており、社会
保障費の抑制を目的としていることは明白である。そうした場での麻生太郎副総
理兼財務相のこの発言は、終末期医療のあり方について真摯な議論を促すもので
はない。氏の発言は、ただ「医療費がかかる」という理由で、終末期医療を否定
するものであり、そればかりでなく、国が個人の価値観をないがしろにして終末
期医療のあり方を押し付けることを示唆しており大きな問題である。
　また、この発言はその後撤回され、議事録から削除されている。国民会議の議
論は国民に公開されるべきものである。大臣の発言は重く、削除は不適切で、議
事録に正確に記載すべきである。
　社会保障制度改革国民会議においては、麻生氏の発言を容認することなく、人
権を守り社会保障を充実する立場で真摯な議論を積み重ねていくことを望むもの
である。

　協会は１月26日、第969回理事会で下記抗議文を承認し、関係各機関に送付し
た。

内閣総理大臣　　　　　　　　　安倍晋三　殿
財務大臣　　　　　　　　　　　麻生太郎　殿
社会保障制度改革国民会議会長　清家　篤　殿
 2013年１月26日
 兵庫県保険医協会
 理事長　池内　春樹

社会保障制度改革国民会議での
麻生太郎副総理兼財務大臣の発言に抗議する

日　時　２月16日（土）13時30分～16時
会　場　神戸市立兵庫勤労市民センター
１部　抗議集会　状況報告と提案
「神戸空港をメガソーラー基地に」
２部　学習会「自然エネルギーと地
域経済再生」　
講師　和田武　日本環境学会会長
参加費　無料
ストップ神戸空港の会、神戸・市民
要求を実現する会　共催

お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

神戸空港開港７周年神戸空港開港７周年
抗議集会・学習会抗議集会・学習会
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■ 過去５年平均47％配当団体定期
生命保険 

ご家族、スタッフも加入いただけます

お待たせしました！ ３月１日～病気やケガの時も安心して療養

１．最長730日の長期保障
２．自宅療養、代診をおいても給付
３．掛金は満期まで上がりません
４．掛け捨てではありません

５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６．妊娠・出産に起因する併発病、帝王切開も給付
７．弔慰・高度障害給付あり
８．所得補償保険との重複受給OK

■ 加入者数５０００人　■ 断然安い保険料

一部解約・掛金中断・再開など自在性が魅力

４月１日受付開始

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険
保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金 所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
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はじめに
　急性上気道炎はよく使われる病名です
が、ゴミ箱診断として利用されることも
多いでしょう。それは、急性上気道炎の
定義を明確にしていないために起こりま
す。
　成書によりその定義に幅はあります
が、シンプルに定義することで、他疾患
との区別、特に細菌かウイルスかの判断
に役立ちます。
　明日から急性上気道炎と言ってよいと
きと、よくないときをはっきりさせ、そ
の定義による区別から、見逃してはいけ
ない疾患群も理論的に区別できるように
なるでしょう。

急性上気道炎のイメージって
何でしょう？
　急性上気道炎という言い方は医師の間
でよくされますが、急性上気道炎とはい
ったい何でしょうか？
　急性上気道炎は風邪と言われることも
ありますし、風邪を急性上気道炎と言う
場合もあります。記述はどちらでもいい
のですが、大切なことはその定義をしっ
かりつけ、そういうときといわないとき
を明確にすることが重要です。
　この定義がいまいちはっきりしない
と、何でも急性上気道炎（風邪？）と言
ってしまう医師になってしまいます。
　急性上気道炎というと、言葉のイメー
ジから上気道（解剖学的には気管・気管
支より上の気道）に急性に炎症があれば
何でもよいことになり、それが細菌やウ
イルスといった感染症だろうが何だろう
が炎症があればいいという感じになって
しまいます。
　これでは、何でもありになってしま
い、何だかよく分からないときに使って
しまうのも分からなくはありません。こ
の言葉自体がもつイメージがあまりよく
ないのですが、大切なことは、その定義
を明確にすることです。

急性上気道炎（風邪）の定義
　急性上気道炎の定義は、成書によって
記載にばらつきがあり、しかもあいまい
な記載が多く、そこも混乱を招いている
大きな要因とは感じますが、ここはシン
プルに、次のように定義することで見え
てくることがあります。

　急性上気道炎（風邪）の定義―
自然によくなる上気道のウイルス感染症

　自然によくなるウイルス感染症という
と、ウイルス性胃腸炎やウイルス性髄膜
炎も、そのカテゴリーにあたります。確
かに、ウイルス性胃腸炎は腸感冒とも言
われることがありますが、ここはシンプ
ルに「自然に（勝手に）よくなる上気道
のウイルス感染症」のみを急性上気道炎
（風邪）とすることが、臨床的にそれ以
外を見極めるうえでも重要です。
　では、急性上気道炎（風邪）とは、ど
のような患者さんのことでしょうか？

急性上気道炎（風邪）の特徴は？
　急性上気道炎を「自然に（勝手に）よ
くなる上気道のウイルス感染症」と定義
しましたが、気道に感染するウイルスの
ほとんどは、それを同定することは実臨
床ではできません。
　よって、症状や身体所見、その他検査
から診断しなくてはいけませんが、ウイ
ルス性上気道炎に特異的な身体所見や検
査というのは、皆無に等しいでしょう。
ではどうしたらよいでしょうか？
　みなさんが外来診療をしていて、ウイ
ルス性上気道感染の患者さんには、ある
特徴があることに実は何となく気がつい
ていると思いますが、どうでしょうか？
　何か、訴えが多くないでしょうか？　
微熱、咳、痰、鼻水、関節痛（節々の痛
み）、倦怠感、目脂、咽頭痛（喉のイガ
イガ）、味覚異常、時に嘔気・下痢も…。
　その印象は正しく、ウイルス感染症は
細菌感染症と違って、多領域に症状を出
すという特徴があります１）。この多領域
を、何でもありとするとわけが分からな
くなり、何でも急性上気道炎と言ってし
まうようになるので、次のように考える
とよいでしょう。

　咳症状、鼻症状、喉症状の３領域の
症状に注目し、その三つが急性に、同
時に、同程度存在する場合はウイルス
性上気道炎（風邪）である。

　この３領域にまたがる多彩性が、ウイ
ルス感染の特徴とされます。それに対し
て、細菌感染は一つの臓器に一つの菌の
感染が原則で、鼻水がだらだら流れた細
菌性肺炎というのはほとんど見かけませ
んが、その理由はここにあります。
　この定義をきちんと満たしている患者
さんは、急性上気道炎（風邪）であり、
そこにPitfallとなる疾患は意外にありま
せん。

３領域でも特にPitfallが少ない
のは鼻症状があるとき
喉症状、咳症状が強いときは注意
　喉症状、咳症状が強い場合は、重篤な
疾患を含めPitfallがたくさんあります。
たとえば咽頭痛が強いと、そこには細菌
性咽頭炎に加え、扁桃周囲膿瘍や急性喉
頭蓋炎といった重篤な細菌感染症もあり
ます。また咳が強いと肺炎との鑑別が必
要となります。
　ところが、３領域の症状の中でも特に
鼻症状が強い場合は、それほど重篤な疾
患は存在せず、そのほとんどは抗菌薬は
不要な鼻かぜ（ウイルス性鼻炎）です。

３領域でも特に鼻症状が
強いときの鑑別
　３領域の症状の中でも鼻症状（鼻水・
鼻づまりなど）が強い場合に、鑑別疾患
で重要なのは細菌性副鼻腔炎くらいで
す。アレルギー性・ 季節性鼻炎であれ
ば、朝方にくしゃみや鼻水がある（日中
は大丈夫なことが多い）、 季節性の経

手稲渓仁会病院 総合内科・感染症科 感染症科チーフ　　岸田　直樹先生講演

意外に教わらない風邪の診かた（気道症状編）
～風邪を風邪と診断する方法～

過、視診で鼻粘膜が蒼白に見える、とい
った病歴・身体所見があればより疑いま
す。
　また、鼻汁好酸球もチェックしてみて
もよいかもしれません（鼻汁好酸球は喘
息、 鼻ポリープ、Nonallergic rhinitis 
with eosinophilia syndrome：NARES、で
も陽性になります）。
　一方、ウイルス性鼻炎（急性上気道炎
の一型）であれば、鼻症状に加えて発熱
や咳、咽頭痛といった多症状があること
が多いと考えればよいのです。

細菌性副鼻腔炎として治療が
必要な場合とは？
　ひとことで言うと、「症状がとても強
いか、我慢してもよくならない場合」と
いうことです。安易な抗菌薬処方はせ
ず、ウイルス性の場合は７～10日程度で
改善するため、Watchful Waiting for 
Acute Bacterial Rhinosinusitisとして、
症状が軽い場合（痛みが軽度で38.3度以
下の発熱）は抗菌薬なしでの経過観察を
推奨しています。
　細菌性副鼻腔炎として治療が必要な状
況は、以下とされています３）４）。

【初診の時点で以下の条件を満たす場
合】
　①強い片側性の頬部の痛み・腫脹、
発熱がある（症状の持続期間によらな
い）
　②鼻炎症状が７日間以上持続、かつ
頬部の（特に片側性の）痛み・圧痛
と、膿性鼻汁、２峰性の病歴がある
【うっ血除去薬や鎮痛薬を７日以上処
方して経過を診ている場合】
　①上顎、顔面の痛み
　②発熱が持続する場合

　副鼻腔炎に対する治療の目標は、菌の
全滅ではないというのが重要です。肺は
無菌環境ですので、全ての菌を殺すこと
が目標となってしまいますが、副鼻腔は
もともと無菌環境ではないので、菌の全
滅が目的ではありません。そのため、少
々菌が薬剤耐性であってアモキシシリン
の効きが弱くても、治癒することが多い
とされます。
　また先ほども述べたように、「解剖学
的にからだの表面に近い細菌感染では、
抗菌薬なしでも自然に治ることが多い」
という原則もあります。
　例として細菌性副鼻腔炎以外に、膀胱
炎（尿路の浅い場所の感染）や気管支炎
（気道の浅い場所の感染）、腸炎（腸管
内はからだの外！）などがあり、これら
は抗菌薬がなくても自然寛解することが
多いです。
　つまり、一見抗菌薬投与で改善したよ
うに見えても、その多くは抗菌薬投与の
おかげで治癒したのではなく、抗菌薬投
与により治りが早くなったという言い方
が正しいとされます。
　逆に、肺炎（気道の奥の感染）や腎盂
腎炎（尿路の奥の感染）などのように、
解剖学的にからだの奥におこる細菌感染

では、ほとんどの場合に抗菌薬を必要と
します。

さいごに
　急性上気道炎の定義を上記のようにシ
ンプルに考えると、急性上気道炎と言え
るときと言えないときが明確になりま
す。さらに、咳症状、鼻症状、喉症状の
三つに注目すると、それぞれにまぎれる
重篤な疾患も分類しやすくなります。
　より詳細に関しては、『誰も教えてく
れなかった「風邪」の診かた（医学書
院）』（上掲）を参考にしてみてくださ
い。
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お申し込み・お問い合わせは、
 税経部☎078－393－1817　田村・荒川まで

日　時　３月２日（土）、３日（日）
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会　場　協会会議室
費　用　
相談料（相談のみの方） １万円
申告書自己提出の方 ２万円
措置法26条による申告書作成 ３万円～
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～
※要事前予約。先着順に受付

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！
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お求めは、☎078－511－5551　　
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